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学んで変身、変えよう職場―可能性は∞
若者を中心に、115名が集う

いま労働組合が輝くとき
いまこそ労働組合の力で職場を照らそう
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全国金融労働組合連合会（金融労連）は、６月１６

日から１７日、宮津ロイヤルホテルにおいて、「学ん

で変身、変えよう職場―可能性は∞（無限大）～よう

来なった日本三景天橋立～」をテーマに、全国学習交

流会を開きました。

金融労連としては始めての学習交流会とあって、北

海道から島根まで全国各地から１１５名が参加し、３

５歳以下が半数以上と若々しい雰囲気であふれました。

さざなみネットからは山﨑書記長が、講演まで参加

し、同日・同地で開かれた

「近畿地協常任幹事会」に

参加しました。

開会宣言、ＤＶＤ「レイ

ンボーワールド」鑑賞、開

会挨拶、歓迎あいさつの後、

「若い仲間が参加する気を

起こす労働組合活動に」と題して、中田進氏が講演を

されました。（概要は下記）

講演「若い仲間が参加する気をおこす
労働組合活動に」

（関西勤労者教育協会） 中田進氏

一 働く若者の現状
１、失業と非正規雇用労働者・・激増、若者の失業２０％

２、派遣・請負・偽装請負の実態・・無権利、

過酷な労働条件、長時間、低賃金、まさに雇用が不安定

３、広がる格差と貧困・・賃金水準の引き下げ、

生活保護以下、年収２００万円以下全労働者の２１．８％

４、労働時間・・広がるサービス残業、裁量労働制

５、家庭の経済力・・格差が進路に直結、仕事の選択可能か

二 若い仲間が参加する気になるとき
１、労働者として人間らしく生きるために・・

歴史に学び、働くことの意味と、かちとられた権利に

目覚める。そのためには学習・教育

２、大きな力にひとりでは立ち向かえない・・労働組合 仲間

意識 数の力が支え いま若者が立ち上がっている

３、労働組合が生きる支えに・・労働者として生きるための学校、

個人としての尊厳に気づくとき、権利としての憲法、

人間らしく生きる権利、

４、労働組合の運営・・民主主義的運営、一人ひとりが 主人公、

みんなが生き生き、語り合うことの大切さ

三 みんなの要求、みんなで実現、みんなで総括
１、労働組合民主主義を貫く 要求こそ原点。

その基礎は職場の中での不満・不安・怒り・生活

２、活動の流れ・・みんなの要求、みんなで決定、みんなで実践

３、仲間の中に意外な力が

四 いま労働組合が輝くとき
１、世界も日本も激動の時代・・

歴史に学び確かな未来を労働組合

とともに

２．政治・経済を変える・・参議員選挙で国民の審判を

営業に密着し全国に存在する金融の職場と労働者の役割

３、いまこそ労働組合の力で職場を照らそう・・

雇用の違いを超え、若者に希望を、学習を力に、

人間らしく・自分らしく

講演をする中田進氏
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